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のずれの量だけが測定されていた．特異なテクトニ

クスで形成されている襟裳岬周辺では基準点をどこ

にとるか，またその絶対重力値が時間的に一定であ

る保証はなく，基準点の絶対重力も精密に測定する

必要がある．そこで我々は,襟裳岬周辺のプレート

運動に伴って生じている重力場の時空変動を高精度

かつ絶対値で追跡し，重力変化を定量的に評価する

ためにMicro _ g solutions社の「絶対重力計」

FG5 _ Lを用いた絶対重力測定を2001年9月に行っ

た．測定は北海道大学襟裳地殻変動観測所壕内

（ERM1）に設置した（表紙写真1参照）．この絶対

重力計は新しく開発された測器で可搬型である．写

真に見られる程度の空間と商用電源があれば，どこ

でも計測可能である．計測原理は重りを真空槽内で

自由落下させ，レーザー干渉計で重りの自由落下運

動の追跡を追いかけるものである．時計にはルビジ

ウム原子時計を用いている．内在する加速度地震計

で地面,測器の振動を補正している．この絶対重力

計の測定精度は～10μgalと言われている．上位機

種であるFG5型絶対重力計では測定精度が1～2μ

galとされているから，FG5 _ L型絶対重力計でも充

襟裳岬周辺での絶対重力・精密重力・GPS連続観測

北海道大学大学院理学研究科　小山　順二

Fig.1   Absolute gravity measurement of a session(#17) at

ERM on September 19, 2001. Difference in absolute

gravity values is plotted with respect to the average on

the top.

一般共同研究

Ⅰ．はじめに

我々は北海道襟裳岬周辺で高速サンプリング

GPS連続観測を1998年頃から実施してきた．GPS

観測を超長周期地震観測のように役立てようと考え

てのことである．襟裳地域は，千島弧が東北日本弧

に衝突している島弧―島弧衝突帯として位置づけら

れ，さらに太平洋プレートの沈み込みの上に位置し

ているので，島弧地殻の変形や大陸地殻の成長を考

える上で極めて重要である．また，衝突帯周辺の構

造は複雑であり，巨大地震を含む複雑な地震活動が

多岐にわたり発生している．その動的な構造を明ら

かにするためには多面的な観測が必要不可欠であ

る．GPS観測を行うことにより地殻変動の上下

動・水平動成分を計測し，同一地点での重力観測と

併合すれば，地殻変動と地下の物質移動の詳細な検

出が期待できる．時間分解能を上げ，リアルタイム

でデータ転送すれば，ダイナミックな3次元的な実

時間の地殻変動やプレート運動を検出できるだろ

う．そう考え我々は襟裳岬周辺に絶対重力観測，精

密重力，GPS観測網を構築し，繰り返し観測を計

画した．1999年のことである．

観測計画を実施し移し始めたのが，2000年3月の

ことである．丁度，有珠山周辺に有感地震が頻発し

始めたときであった．その後，有珠山が噴火し，さ

らに，三宅島噴火が引き続き，我々の観測計画は当

初の予定とは全然違う方向へ向かってしまった．幸

い，2000年秋，2001年に精密重力観測，2001年秋

に絶対重力観測と計画当初の観測を実施することが

できた.観測は今年度も引き続き計画され，観測デ

ータの処理・解析は現在も進められているが，ここ

では新しく構築した絶対重力・精密重力・GPS連

続観測の概要についてまとめ簡単に紹介する．

Ⅱ．観測

1． 絶対重力測定

従来の重力測定では相対重力計のみが用いられ，

絶対重力値不動と仮定されたある基準点での値から
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分高精度である．

測定は1セッションで100回重力値を計測しその

平均値を各セッションの重力値とする．この作業を

1日20回繰り返した．Fig.1に1セッション分の測定

例を示す．襟裳観測所壕内は人工的なノイズが小さ

く，測定値のほとんどすべてが±200μgalに収まり，

多くの測定値が±100μgalの範囲にある．したがっ

てセッション100回の測定からERM1の測定精度は

10μgal程度であることが見てとれる．20回全セッ

ションの平均値をERM1の絶対重力値とした．それ

により精度はさらに向上し，数μgalである．ERM1

は海に近いため精密な海洋潮汐補正が必要である．

今回はMicro _ g solutionsの固体潮汐，海洋潮汐補

正ソフトを用いて補正している．このようにして測

定の平均値980327788.77μgal±3.50を襟裳地殻変

動観測所での絶対重力値とした．今後の課題として

海洋潮汐補正のプログラムをチューニングするこ

と，より長い連続観測をすることなどにより，より

精度の高い絶対重力観測を目指している．

2． 精密重力測定

測定にはLaCoste Romberg G31およびG375重力

計を使用し，2000年10月，2001年5月と9月の3回

行った．測定点は，国土地理院の水準点，三角点お

よびGPS電子基準点から空間的な配置を考慮して

襟裳岬周辺に13点選んだ．測定はすべて往復測定

である．補正計算は地球潮汐補正，器高補正，ドリ

フト補正を行った．基準点を襟裳地殻変動観測所壕

内に作った．絶対重力測定点と同じ点である．

Fig.2に(a)2000年10月_ 2001年5月，(b)2001年5

月_2001年9月，(c)2000年10月_2001年9月の各測

定点の重力変化を示した．Fig.3(a)では全体的に重

力変化量は小さく，30μgal を超えたのはUTAT，

KAZE，SHO1 である．この3 点を除いた重力変化

のパターンは測定精度を考慮すると有意な変化とは

言い難いが，重力変化の全体的な傾向は日高西部に

重力の増加域が広く分布し，襟裳岬を境にして東側

では減少域となる様相を示している（Fig.3）．現段

階では重力が強く支配される比高変化の補正を行っ

ていないため量的な議論は今後の課題としたい．

Fig.2(b)，(c)の重力変化量はほとんどの観測点で

100μgalを超えている．これは,地球内部の変動によ

るものではなく，2001年9月の測定時の強い風によ

る精度の悪さによるものと考えられる．

3． GPS連続観測

襟裳岬周辺において，我々は独自に1998年から

高速サンプリングGPS連続観測を行っている．本

観測ではそれら定常観測に加えて重力の各測定点で

GPS臨時観測を行った．受信機はAstech Z_XIIであ

Fig.2  Gravity changes during the period of 8 (a) Oct.2000 to

May 2001, (b) May 2001 to Sep. 2001 and (c) Oct. 2000

to Sep. 2001.

Fig.3  Spatial distribution of the gravity changes during  

the period of Oct. 2000 to May 2001.
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る．サンプリング間隔は30秒間とした．また観測

時間は各点で 12 _ 2 4 時間とした．解析には，

Be r n e s e GPS S o f t w a r e V e r s i o n 4 . 0 と IGS

（International GPS Service for Geodynamics）精密

暦を使用した．観測点座標は，我々が1998年に設

置した苫小牧に設置してある高速GPS連続観測点

（以下TOMA）を選択した．この観測点の座標を，

IGSのTsukuba観測点からITRF96（International

Terrestrial Reference Frame）で結合し，3日間の平

均値をTOMAの座標値とした．キャンペーンごと

に各観測点の座標を求め，その座標値変化を地殻変

動量とした．各キャンペーンで求められた座標値は，

水平成分ではrmsが8 mm以内にあるが，上下成分

については2 cmとなっており注意が必要である．

すべての観測点において北西向きの変動を捉えるこ

とができた．キャンペーン間の地殻変動量は観測期

間で水平成分では3 cm以下，垂直成分でも5 cm程

度である．

4． 高速サンプリングGPS観測

GPS観測データは，従来の地震計のように振り

子による地動計測ではないので変位量の制限がな

く，長周期での特性は無限に伸びている．このよう

な1秒サンプリングの高速GPS観測では他の変動観

測機器にはない超広帯域の地殻変動・地震動観測が

原理的には可能である.我々はこのような高速サン

プリングGPS観測を襟裳周辺の2点の他，帯広畜産

大学内（ OBHR ）と北海道大学苫小牧演習林

（TOMA）で実施している．襟裳岬周辺に展開した

高速GPS観測網では，浦河沖でマグニチュードが

5.9以上の地震がおきれば地震動を検出することが

期待される．我々が1998年からの高速サンプリン

グGPS観測期間中に最大震度の地震（Mw6.4）が

2001年8月14日に青森県沖で発生した．そこで，

この地震動を高速GPS観測で検出できたかを確認

することを試みた．観測データは放送暦を使用した

GPS測位解析では安定した解がえられなかったの

で，測位結果をすぐに知ることは出来ず，速報とし

ての機能ははたさなかった．GPS衛星の精密な軌

道を計算し直した精密暦とBernese GPS Software

Version 4.2のキネマティックオプションを用いた解

析から，OBHRを固定点としたKAZEの1秒毎の変

位をFig.4に示す．

またKAZEでの合成波形を,静的変位を含めた変

位波形を計算することができる離散波数法を用いて

計算した．この地震の震源メカニズム，パラメータ

は気象庁による震源情報を用い,震源の深さは

35 km，モーメントマグニチュードから断層の大き

さは8 km×4 kmとし，滑べり量は2.8 mで一定と

仮定した．rake，傾斜角，走行はそれぞれ55 °，

22°，174°とし，破壊の伝播速度は3 km/sとした．

今回は媒質を1層半無限とし，地殻は30 kmと仮定

した．上記の速度構造と震央距離が約90 kmである

ことから3587秒付近に直達P波が，3603秒付近に

直達S波が到達すると考えられる．観測波形を見る

とP波到達時付近に数ミリの変動がみられるがノイ

ズレベルを考えると必ずしもP波が検出されたとは

言いがたい．変位振幅にして0.5～1 cmが現在の

GPS観測の精度から計測できる下限であるから,今

回の地震が，我々の観測期間で最大震度ではあった

が，充分に大きくなかったようだ．

Ⅲ．まとめ

襟裳周辺でプレート運動によるダイナミック地殻

変動を検出するため，新たに精密重力，GPS観測

網を構築し繰り返し観測を2000年10月から2001年

9月にかけて行った．これにあわせて絶対重力の観

Fig.4   Synthetic waveform (broken) for the Aug. 14, 2001

(JST) earthquake in the Aomori Toho-oki and

kinematic displacement(solid) by GPS at KAZE with

respect to OBHR. Sampling interval is 1 sec. Origin

time of the earthquake is indicated at the top.
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測を襟裳地殻変動観測所で実施した．絶対重力に関

しては，一日の繰り返し観測から1 cm程度の変動

に対する重力変化を見出せることが確かめられた．

今後は繰り返し観測・連続観測をすることで,局所

的な海洋荷重の影響を見積もり,より測定制度を向

上させるよう計画している．精密重力の重力変化に

ついては，変化量が小さく測定精度を考慮すると有

意なものとは言えないが日高西部に重力増加の傾向

がみられる重力変化パターンが見られた．また，

我々が行った精密重力測定精度が±10μgal程度で

あると見積もることになった．これは地面の上下変

動にして数cmの変化である．GPS観測の結果とし

ては北西向きに1.5 _ 2.0 cm/yrの変位量が得られ

た．この千島外弧の西進は，国土地理院の三角測量

の結果と一致している．

リアルタイムにプレート運動の検出を行うため

に，今後ERM1において絶対重力の連続観測を行う

こと，より稠密な観測網を構築し重力分布の空間分

解能を向上させること，それにより重力変動の面的

な変化を検出することを計画している．

この報告は，北海道大学理学研究科地震火山観測

研究センター大島弘光助教授，同大学院学生平貴昭

さんと共同で進めた研究（北海道大学地球物理研究

報告，65巻，311 _ 323，2002）を抜粋し，書き改め

たものです．この研究は地震研究所一般共同研究

2000 _G_ 07，2001 _G _ 01によります．辛抱強くご

協力いただいた大久保修平教授に深く感謝いたしま

す．



大きな地震や火山噴火が発生した際には，地震研

究所は通常とは異なる緊急観測の企画・立案・実行

や全国の大学・関連研究機関・行政機関などとの連

絡調整など，突発的に多大な業務に立ち向かうこと

になります．本所では「緊急時における研究所の機

能確保に関する規則」及びその細則を整備し，この

ような事態に備えるため全所的な体制をとることに

なっています．このような体制が確保できるかどう

かを検討するため，本年3月11日～14日に，「東海

地方においてマグニチュード8級の地震が発生し

た」との想定で訓練を実施しました．訓練ではまず

3月11日に所長の呼びかけにより「調査観測本部」

を立ち上げ，あらかじめ業務を割り振られている各

班が第一会議室に集合しました．ここでは，本部各

班の役割や現地調査予定の各班の行動予定などにつ

いて確認及び問題点の調整が行われました．また，

今回は緊急時における気象庁との連携のため同庁か

ら職員2名に出席して頂き，気象庁における緊急時

の情報流通体制についての紹介と質疑を行いまし

た．続いて12～13日には現地調査観測の各班が実

際に静岡県に出張し，途中経路の確認，観測点の保

守及び現地観測における問題点の洗い出し，静岡県

防災局への訪問などを行いました．本部とはこの間

定時連絡を含め情報の流通の点検（表紙写真2参照）

とホームページの立ち上げなどを行うなどいくつか

試行しました．3月14日には再度全班員が集合して，

各班で実施した訓練の報告と問題点についての検討

を行いました．実施に向けて開催した説明会や電子

メールを通じていろいろな問題点や意見が出され，

想定している体制にも見直すべき点が多々あること

がわかりました．しかしながら，このような訓練を

通じて少しでも緊急時のノウハウを蓄積し，“本番”

に際してできるだけ円滑な活動ができるよう今後も

続けていく意義が大きいと感じました．

地震研究所において「東海」緊急時の訓練が実施される

地震予知研究推進センター　加藤照之

6
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「地殻・マントルのレオロジーとダイナミクス

－地震現象の多様性と地球物質科学－」報告

富山大学理学部　渡辺　了

共同利用研究集会

3月18，19日の2日間，地震研究所共同利用プロ

ジェクトとして表記のような研究集会を開催した．

目的は（1）同じような問題意識がありながら，分

野・研究手法の違いからなかなか接する機会のない

研究者間の交流を促すこと，（2）ゆっくり地震，低

周波地震といった未解明の現象に対する物質科学か

らの切り口を探ること，である．1995年の兵庫県

南部地震以降，地球物理，地質両分野において地震

現象に対するイメージは大きく変化した．地球物理

学においては，稠密なGPS観測網が整備され，プ

レート間の固着や滑りの様子がほぼリアルタイムで

把握できるようになってきた．その結果，通常の高

速滑りとは異なる，ゆっくりとした滑り現象の存在

が確実になってきた．また，地震計ネットワークの

整備は低周波微動のような新しい現象の発見をもた

らした．一方，地質学においては，ボーリング調査

による断層岩の研究から，地震に伴う断層ガウジの

流動化などが明らかになった．また，剪断帯の調査

から地震の準備段階における変形の局在化もみえて

きた．しかし，ゆっくり滑りや低周波微動が実際に

どのような物理プロセスによるものかは依然未解明

であり，断層岩にみられる物理プロセスがどのよう

な観測量に対応するのかもまたわかっていない．こ

のような背景のもと，とくに“ゆっくり地震”と

“低周波地震”をテーマとしてとりあげ，地球物理，

地質両面からメカニズムを議論し，物質科学的課題

を明確にすることを目指した．

ゆっくり地震

はじめに川崎一朗氏（京大）により，沈み込み帯

でのゆっくり地震の観測例の紹介があった．ひとつ

は，1989，1992および1994年の三陸はるか沖地震

に伴って観測されたアフタースリップである．これ

は通常の地震波を放出する高速滑りに続く，時定数

1日から1年のゆっくりした滑りである．もうひと

つは，東京湾(1989)，日向灘(1997)，東海(2001)で

観測されたサイレント・アースクエイクである．こ

れは高速滑りの欠けたゆっくりした滑りである．ゆ

っくり地震に関しては，その発生場，滑りのメカニ

ズム，レオロジーなど，さまざまな観点からの講演

があった．ここでは，議論の集中したサイレント・

アースクエイクに関してまとめることにする．神谷

眞一郎氏（IFREE）と小林洋二氏（筑波大）は，東

京湾，東海のすべり領域が地震波速度（Vp/Vs）か

ら推定される蛇紋岩の分布域と重なることを指摘

し，通常の地震とサイレント・アースクエイクの

“棲み分け”を作業仮説として提案した．蛇紋岩の

ような軟らかい物質が高速滑りの発生を抑制すると

いうアイデアである．スラブ上面における蛇紋岩の

存在は，岩森　光氏（東大）のモデル計算からも支

持された．芝崎文一郎氏（建築研）は，断層面でア

スペリティや物性の分布を適当に与えることによ

り，破壊核成長過程が長く継続する“非地震性滑り”

のシミュレートが可能であることを示した．ただし，

破壊核成長過程を支配するパラメータである臨界相

対距離Dc（破壊核が準静的に成長しうる長さ．こ

れを超えると高速滑りが生じる．）については議論

があった．均質な媒質を用いた理想化された実験で

は，Dcは滑り面の幾何学的粗さと関係することが

知られている．しかし，現実の不均質な断層面では

Dcとして何を考えたらよいのだろうか？また，臨

界相対距離を考えるということは，必ず高速滑りに

達するということを前提にしているのだが，この前

提は正しいのだろうか？むしろ，サイレント・アー

スクエイクは不安定性を内在した滑りなのではな

く，小林氏の“棲み分け”説が意味するような本質

的に安定な滑りなのではないか？瀬野徹三氏（東大）

は，別のタイプのゆっくり地震である津波地震をテ

ーマにしながら，速度弱化の性質（不安定滑り）を

もつアスペリティ（固い物質）と速度強化の性質

（安定滑り）をもつ堆積物（軟らかい物質）との共

存によってゆっくりとした滑りを説明するモデルを

提案した．サイレント・アースクエイクに関しても，

このように具体的な断層をイメージしてみる段階に
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来ているように思う．今回提案された蛇紋岩はその

大きなヒントになるのではないだろうか？

低周波地震

従来から火山深部での低周波地震は数多く報告さ

れている．依然として正体は明らかではないが，な

んとなく，マグマが関係している…という雰囲気が

あった．ところが，最近，断層深部や西南日本の前

弧側のような場所でも低周波地震が観測されるよう

になった．同じように“低周波”といっているが，

これらは同じ現象なのだろうか？どのような物質科

学的問題があるのだろうか？小原一成氏（防災科研）

は低周波地震が発生している場所を火山深部，活断

層深部，西南日本の3つに分け，それぞれの地域で

の低周波地震の特徴の整理を行った．震源の深さは

どの地域でもモホ面近傍（約30 km）であり，卓越

周波数も約2 Hzと共通している．とくに，西南日

本の低周波微動は，沈み込むフィリピン海プレート

の40 km等深線に沿って起こっており，深さに依存

するプロセスの存在を示唆している．火山深部での

低周波地震は，P波が明瞭であること，単色的であ

ることで他の地域と大きく異なる．一方，西南日本

の低周波微動は，2～3週間持続すること，震源が

13 km/dayで移動することが大きな特徴である．た

だし，波の立ち上がりを認定するのは極めて難しく，

震源メカニズムは不明である．中道治久氏（東大）

は，98年に活発な地震活動のあった岩手山での低

周波地震の震源メカニズムの解析結果を紹介した．

解析結果は，非ダブルカップル成分以外の存在を示

唆しており，マグマ溜りからダイクへのマグマの流

入が見えている可能性もある．植田寛子氏，武尾

実氏（東大）は，火山地域や活断層深部での低周波

地震について震源メカニズムの解析結果を紹介し

た．メカニズム解は広域応力場とほぼ調和的であり，

この断層運動で何らかの共鳴体を振動させた可能性

が指摘された．

西南日本の低周波微動については，震源分布や移

動性から小原氏が“水の関与”を指摘した．確かに，

“水”は非常に魅力的なアイデアである．しかし，

低周波の励起は依然としてわからないままであり，

そもそも水がどのような形態で存在しているのかさ

え十分にはわかっていない．また，同じようにプレ

ートの沈み込みが進行している東北日本ではなぜ観

測されないのか？などまだ疑問が多い．まずはスラ

ブおよびウエッジマントルでの水の循環について，

輸送メカニズムまで踏み込んだ物質科学的研究が必

要であることが再確認された．

今回の集会は，問題意識という“種”を蒔く点に

関しては十分機能したのではないだろうか．次の機

会には，現象のイメージをより具体性をもって共有

できるようになることを期待する．最後に，この研

究集会に参加し，活発に議論していただいた方々に

感謝いたします．
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大学関係の地震予知研究の成果をまとめた「地震

予知のための新たな観測研究計画」平成13年度年

次報告（大学別）が刊行されました．この内容は，

地震予知研究協会のホームページ（http://www.eri.

u-tokyo.ac.jp/YOTIKYO/index.htm）の「平成13年

度成果報告」にも掲載してあります．ホームページ

版年次報告では，カラーの図を見ることができます．

年次報告（項目別）は7月に発行されます．

地震予知研究協議会の13年度成果報告シンポジ

ウムは，平成14年3月6日，7日に，地震研究所で

開催されました．上記年次報告には，時間の関係で

シンポジウムでは報告されなかった成果も含めて，

大学関係で得られた全ての成果が，機関別に整理さ

れています．

また，地震予知研究協議会では，予知研究の進捗

状況をまとめた冊子「地震予知研究の現状と展望」

を発行しました．これも，紙版と電子版を作り，ホ

ームページにリンクしました．平成11年から5ヵ年

計画で始まった「地震予知のための新たな観測研究

計画」は，今年で4年次目に入ります．地震予知研

究の現状を自己評価して，今後の研究の方向性を展

望しました．

地震予知研究計画　平成13年度成果報告と　
「地震予知研究の現状と展望」について

地震予知研究協議会企画部　平田 直
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瀬戸憲彦さんを偲ぶ

瀬戸憲彦さんは，去る3月

23日に郷里の広島の実家を

目前にして交通事故により逝

去されました．享年 56才，

親孝行と日頃の多忙の身を癒

すべき旅が暗転したのは夕の

午後4時 40分頃のことでし

た．前日電話で近況を報告し

あい，帰省から戻ったら今後の計画などについて観

測所で話を伺いましょうと約束し，旅の安全の祈り

を伝えた私にとっては全く信じられないことでし

た．当日の朝も観測所に出向かれ，システムの点検

と読み取りをされた記録が残されていましたが土曜

日だったため，最後に話しをされたのは前日夕刻に

会われた高知大学の木村さんだと聞いています．

瀬戸さんは戦後間もない1946年年1月広島県久井

町に生まれ，高校生活は尾道市，次いで大阪工業大

学で電子工学を学びながら，玉城研究室で地球科学

観測の仕事を手伝って居られました．1965年全国

大学による第3回極微小合同観測では同大学のメン

バーとして参加，和歌山県下津町の下津木観測点で

の観測および資料整理をされた経験があります．こ

の縁もあり1968年2月地震研究所和歌山微小地震観

測所に採用され，同年4月技官，1982年助手になら

れ，以後一貫して同観測所の維持発展に寄与されま

した．従って，和歌山観測所に最も長く勤務された

人であり，その当初から大学関係の観測機器，シス

テムのほぼすべてを見てきたことになり，観測の企

画，機器装置の開発，観測網の構築，観測データの

処理解析および考察に至る総合的な経験者として数

少ない研究者だっただけに早世が惜しまれます．

和歌山観測所は前身が南海地動研究所であり，そ

の当初から従事された今村久先生（今村明恒博士次

男）が居られたことで地元との交流も深く，また，

地球科学全般たって興味深いフィールドとして近隣

の各大学の研究者や一般の見学者が訪れ，議論や談

笑の場ともなっていました．また，本所地震活動

（宮村）研究室の諸先輩，同僚諸氏の理解を得て比

較的束縛されない環境下で観測所生活を送れたこと

が瀬戸さんの能力を発揮させ，充実した日々を過ご

されたのだろうと思います．今となってはこれがせ

めてもの慰めです．

瀬戸さんの仕事ぶりや想い出については数多くの

ことが頭に浮かびますが紙数が足りませんのでほん

の一部を紹介します．当初はルーチン観測の整備や

保守が主でしたが，1970年の和歌山市域での臨時

観測から独自の機器開発を始め，その後，第13次

南極越冬隊員として参加したことでいろいろな分野

の隊員との交流によって視野を広め，以後定常観測

網の整備事業とともに各種の臨時観測用のシステム

の開発をされました．特に得意の電子技術を駆使し，

観測所内に通称“瀬戸工場”を設けて，刻時精度を

高め一括集中処理ができる集中多点観測網を目指し

たシステム造りに腕を振るいました．よく専門業者

が見学や相談に訪れ，熱心な討議が行われていまし

た．このシステムの成果として生石山に基地局を設

け紀伊半島西部に起こる群発地震活動と構造調査に

着手しました．しかし，評判が高まり本家での本格

的な稼動が後回しになり寧ろ国内各地の臨時観測や

エジプト，中国などでの調査研究への応用が先行し

ていました．最後の電話の中で“最近は無駄な雑事

が多すぎる．時間が惜しい”とこぼしていたのが気

になっていました．これから腰を落着けてやろうと

していた矢先だっただけに，この点はさぞ心残りだ

ったろうと思います．

瀬戸さんが勤めたこの30数年の期間はパソコン

や衛星利用の普及に象徴されるように電子技術，無

線技術，情報処理技術などがめまぐるしく変わった

時期に当たり，地震観測の方法も大きな変化を伴い

ました．このため，いずれの時期の資料にも比較対

応できるようにする処理装置の維持管理は大変なこ

とでしたが，彼はそれぞれの特徴を活かして利用で

きるように工夫して残す努力を払ってきましたの

で，巧く引き継がれることを願っていることでしょ

う．なお，瀬戸さんの成果報告については技術報告，

彙報，和歌山観測所各種報告類ほかに多数残されて

いますので紹介は省かせて頂きます．観測所には，

国内外の訪問地の先々で実に多くの観測仲間と撮っ

た写真が残されています．彼の笑顔は皆を激励しつ

づけることでしょうし，彼が置き回った数々の観測

機器も働きつづけてくれることでしょう．今は，観

測に明け暮れた僅かな合間をぬって畑仕事，山の手

入れに戻られていた故郷の地で，御両親とゆっくり

お休みください．なお，奥様が一日も早く快復され，

想い出の日々を語られることを願っています．いま

はただ，心よりご冥福をお祈り申し上げます．

合掌

中村正夫記（元地震地殻変動観測センター助手）

追悼文



14

名前：本
ほん

多
だ

了
さとる

所属：地球ダイナミクス

部門・教授

前任地：広島大学大学院理学

研究科

生年月日：12月22日

退官・移動

2002年4月1日付で下記の方が辞職・移動されました．

火山噴火予知研究推進センター：井田　喜明　教授（姫路工業大学理学部・教授）

2002年4月1日付で下記の方々が移動されました．

事務部会計掛：西尾　勉　氏（病院・管理課）

事務部人事掛：野口　知行　氏（西洋美術館・庶務課）

事務部経理掛：黒崎　めぐみ　氏（病院・総務課）

事務部用度掛：浦川　誠太郎　氏（経理部・主計課）

事務部管理掛：樽谷　茂徳　氏（病院・医事課）

2002年4月7日付で下記の方が辞職されました．

事務部研究協力掛：服部　雅江　氏

2002年4月16日付で下記の方が移動されました．

地震地殻変動観測センター：井手　哲　助手（理学系研究科・講師）

地震研の出来事

New Staff

抱負：直接見る事が出来ない地球内部のダイナミク

スを数値計算の手法等を用いて再現し，いろ

いろな地球科学的現象を統一的に説明するシ

ナリオ（モデル）を作りたいというのが夢で

す．

趣味：夏のむし暑い夜，シャワーをあびた後に，冷

房のきいた感じの良いがらがらの映画館で多

くの人に無視されている良い映画を見つけて

楽しむ事．

名前：桶
おけ

谷
や

文
ふみ

紀
のり

所属：事務部・専門職員

前任地：日本学士院

（上野公園）

生年月日：昭和30年3月1日

抱負：地震研究所のために頑張ります．
趣味：寝ること
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名前：横
よこ

堀
ぼり

秀
ひで

之
ゆき

所属：事務部・管理掛　　　　　

前任地：独立行政法人国立オリ

ンピック記青少年総合

センター

生年月日：昭和45年11月15日

抱負：立派な東京大学事務職員になれるようにがん

ばります．

趣味：寝ること

地震研究所・地震地殻変動観測センターの瀬戸　憲

彦　助手は2002年3月23日に逝去されました．

抱負：早くみなさんの名前と顔を覚えられるよう
にしたいと思います．

趣味：スキー

名前：屋
や

代
しろ

究
きゅう

所属：事務部人事掛

前任地：国立情報学研究所　　　

生年月日：昭和41年3月11日

名前：中
なか

村
むら

秀
ひで

子
こ

所属：事務部会計主任・用度

掛長

前任地：史料編さん所　　　　　

生年月日：1月23日

抱負：的確な判断と展望をもって仕事をしたいと思　
います．

趣味：旅行

訃報

東京大学地震研究所広報

発行 地震研究所広報委員会

担当 上嶋　誠，折橋　裕二
電子メール　kouhou@eri.u-tokyo.ac.jp

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/

〒113_0032 東京都文京区弥生1_1_1

東京大学地震研究所

電話 03_5841_5666 （庶務掛）

FAX 03_3816_1159
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一般共同研究　襟裳岬周辺での絶対重力・精密重力・GPS連続観測 ………………………………………………… 2

地震研究所において「東海」緊急時の訓練が実施される………………………………………………………………… 6

共同利用研究集会「地殻・マントルのレオロジーとダイナミクス―地震現象の多様性と地球物質科学―」報告… 7

地震研一般公開のお知らせ…………………………………………………………………………………………………… 9

共同利用特定研究課題登録のお知らせ………………………………………………………………………………………10

地震予知研究計画　平成13年度成果報告と「地震予知研究の現状と展望」について ………………………………11

地震研の構成員のリスト（部門・センター・技術部）……………………………………………………………………12

追悼文……………………………………………………………………………………………………………………………13

地震研の出来事…………………………………………………………………………………………………………………14

New Staff ………………………………………………………………………………………………………………………14

東京大学地震研究所� 広報�
 N o.37
2002.6

目　　次

C

M

Y

K

写真2（本文p. 6） 静岡県相良にある地殻変動施設点検．

写真1（本文p. 2） 北海道大学襟裳地殻変動観測所での
絶対重力観測．

東大地震研No.37（表紙）出力  02.7.25 8:36 AM  ページ 1


